
 

レ
ポ
ー
ト 

創
元
会
富
山
支
部
を
支
え
た 

『
４
人
の
リ
ー
ダ
ー
』 

調
査
研
究
係 

 

前 

知
津
子 

 

今
回
の
レ
ポ
ー
ト
で
は
、
富
山
県
洋
画
界
の
先
覚
者

で
あ
り
、
創
元
展
に
は
昭
和
十
六
年
の
第
一
回
展
か
ら

出
品
さ
れ
た
富
山
支
部
の
生
み
の
親
、
そ
し
て
育
て
の

親
で
あ
る
川
辺
外
治
先
生
、
そ
の
両
翼
と
し
て
創
元
会

一
途
に
指
導
し
て
く
だ
さ
っ
た
藤
井
宏
先
生
と
黒
田

信
一
先
生
、
ま
た
現
在
名
誉
会
員
と
し
て
支
部
を
引
率

し
て
く
だ
さ
る
山
岸
忠
彦
先
生
の
四
人
の
作
品
と
そ

の
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル
を
ご
紹
介
し
た
い
。 

（
本
文
中
一
部
敬
称
は
略
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
） 

 

川
辺
外
治
先
生
＝
明
治
三
四
年
（
一
九
〇
一
）
砺
波
市

の
農
家
の
二
男
と
し
て
生
ま
れ
る
。
五
歳
の
時
日
露
戦

争
勝
利
の
絵
を
板
戸
に
唾
で
描
き
褒
め
ら
れ
た
。
ま
た

東
野
尻
小
学
校
在
学
中
に
ヒ
ョ
ウ
タ
ン
の
絵
を
校
長

先
生
に
褒
め
ら
れ
た
と
記
し
て
あ
る
。
こ
の
頃
一
時
は

画
家
を
志
す
も
長
兄
の
死
に
よ
り
農
業
を
継
ぎ
、
そ
の

傍
ら
教
師
と
し
て
多
く
の
画
家
を
育
て
た
。 

大
正
九
年
に
富
山
県
立
師
範
学
校
を
卒
業
。
福
野
小

学
校
に
勤
務
す
る
。
昭
和
三
年
、
太
平
洋
美
術
学
校
に

入
学
し
、
曾
宮
一
念
に
師
事
。
文
部
省
検
定
試
験
西
洋

画
に
合
格
。
こ
の
頃
は
、
光
風
会
展
、
太
平
洋
会
展
な

ど
に
出
品
し
た
。 

昭
和
十
六
年
、
第
一
回
創
元
展
に
「
哺
食
の
子
供
」

を
出
品
す
る
。
同
年
、
第
４
回
文
展
に
「
忙
中
の
食
事
」

(

図
版
１)

を
出
品
す
る
。
そ
の
作
品
が
三
井
コ
レ
ク
シ

ョ
ン
買
い
上
げ
と
な
っ
た
。
当
時
の
こ
と
を
画
集
の
中

の
随
想
記
に
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。 

―
【
「
忙
中
の
食
事
」
を
三
井
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
が
買
い

上
げ
た
い
か
ら
値
段
を
知
ら
せ
て
ほ
し
い
と
の
こ
と

で
あ
っ
た
。
作
品
を
売
っ
た
こ
と
が
な
い
の
で
、
う
れ

し
い
け
れ
ど
、
ど
れ
程
の
価
格
に
す
れ
ば
よ
い
か
戸
惑

っ
た
。
ち
ょ
う
ど
東
京
の
友
人
が
絵
の
普
通
の
値
段
は

一
号
十
円
だ
と
い
っ
て
い
た
こ
と
を
思
い
出
し
、
五
十

号
だ
か
ら
五
百
円
で
い
か
が
で
し
ょ
う
と
返
事
を
し

た
ら
す
ぐ
送
金
さ
れ
て
き
た
。
お
か
げ
で
娘
の
嫁
入
り

支
度
に
助
か
っ
た
。】
― 

            

ま
た
こ
れ
を
記
念
し
、
東
一
雄
ら
と
一
沓
会
を
結
成

し
た
。
昭
和
一
八
年
に
「
弓
の
女
学
生
」
を
第
六
回
文 

展
に
、
ま
た
「
藁
仕
事
の
母
子
」
（
図
版
２
）
を
創

元
展
に
出
品
し
た
。 

 
 
 
 
 
 
 
 

 

      

    

戦
時
中
は
学
徒
動
員
の
た
め
制
作
を
中
断
す
る
も
、

近
隣
の
町
に
疎
開
し
て
き
た
版
画
家
の
棟
方
志
功
や

織
田
一
磨
、
伊
藤
四
郎
な
ど
の
生
活
を
支
援
し
、
発
表

会
・
研
修
会
を
企
画
、
開
催
し
交
流
を
深
め
た
。 

 
 

昭
和
三
十
三
年
ジ
ャ
ン
ル
を
超
え
た
県
内
作
家
の

創
作
グ
ル
ー
プ
彩
彫
会
を
結
成
し
た
。
彩
彫
会
は
昭
和

六
三
年
ま
で
続
く
。
随
想
記
よ
り 

ー
【
戦
後
拙
宅
の

ア
ト
リ
エ
に
集
ま
っ
た
板
橋
、
藤
井
、
清
原
、
岩
城
、

黒
田
氏
ら
に
よ
っ
て
砺
波
フ
ュ
ー
ザ
ン
会
が
生
ま
れ
、

公
開
展
を
催
す
と
同
時
に
、
林
清
納
君
ら
同
級
生
の
五

人
展
及
び
高
岡
河
童
会
、
日
曹
チ
ャ
ー
チ
ル
会
、
そ
れ

に
創
元
会
富
山
支
部
員
も
合
流
し
て
彩
彫
会
が
生
ま

図版 1 「忙中の食事」第 4回文展 

91.0×116.7cm   (昭和 16年) 

 

図版 2 「藁仕事の母子」第 3回創元展(昭和 18年) 

80.3×100.0cm    

 



図版 3 「養鶏の老人」第 12回日展 

130.3×97.0cm  (昭和 31年) 

 

図版 4 「花と少女」第 10回新日展 

145.5×97.0cm  (昭和 42年) 

 

 図版 3 「養鶏の老人」日展 

130.3×97.0cm  (昭和 31年) 

 

図版6「母子」第39回創元展文部大臣奨励賞 

145.5×112.5cm   

 

 図版 3 「養鶏の老人」日展 

130.3×97.0cm  (昭和 31年) 

 

図版 5 「楚風翁」 

135.0×93.5cm   

 

 図版 3 「養鶏の老人」日展 

130.3×97.0cm  (昭和 31年) 

 

れ
た
。】
― 

 
 

 

こ
の
会
は
県
内
在
住
の
画
家
や
彫
刻
家
が
所
属
会

派
を
超
え
て
集
い
、
戦
後
の
県
内
美
術
の
時
代
を
リ
ー

ド
し
た
。
現
在
も
多
く
の
美
術
家
が
活
躍
し
て
い
る
。 

昭
和
二
十
八
年
、
教
員
を
し
て
い
た
頃
の
老
人
の
小

使
い
さ
ん
に
会
う
。
随
想
記
よ
り 

―
【
私
は
老
人
が

好
き
で
あ
る
。
…
中
略 
小
品
の
肖
像
画
を
描
い
て
差

し
上
げ
た
い
と
思
い
ス
ケ
ッ
チ
し
た
。
と
こ
ろ
が
そ
の

顔
の
中
に
刻
み
込
ま
れ
た
年
輪
の
苦
労
と
そ
の
美
し

さ
は
、
私
に
は
立
派
な
モ
デ
ル
で
あ
っ
た
。
ど
う
か
こ

れ
を
機
に
私
の
モ
デ
ル
さ
ん
に
な
っ
て
い
た
だ
き
た

い
と
お
願
い
し
て
、
そ
れ
か
ら
毎
年
の
日
展
出
品
作
の

画
材
と
な
っ
た
。】
―
（
図
版
３
）。 

昭
和
三
五
年
に
創
元
会
富
山
支
部
を
創
設
す
る
（
創

設
時
会
員 

藤
井
宏
・
黒
田
信
一
・
林
清
納
他
）
。 

昭
和
四
一
年
「
正
子
さ
ん
」
昭
和
四
二
年
「
花
と
少

女
」(

図
版
４)

な
ど
、
家
族
へ
の
愛
を
描
い
て
日
展
に 

出
品
さ
れ
て
い
る
。 

         

         昭
和
四
十
六
年
に
創
元
会
三
十
周
年
記
念
富
山
展
が

開
催
さ
れ
た
。 

支
部
に
と
っ
て
は
初
め
て
の
巡
回
展
で
鈴
木
千
久

馬
先
生
も
ご
来
高
下
さ
っ
て
盛
会
で
あ
っ
た
。 

昭
和
四
十
七
年
に
は
富
山
県
文
化
功
労
賞
を
受
賞

さ
れ
た
。
ま
た
昭
和
五
十
三
年
に
勲
五
等
瑞
宝
章
を
受

章
す
る
。 

自
身
の
画
業
研
鑚
を
た
ゆ
ま
ず
積
み
、
若
者
を
愛
し
、

生
徒
の
良
い
面
を
掘
り
起
し
、
育
て
る
こ
と
に
尽
力
さ

れ
、
県
洋
画
界
の
重
鎮
で
あ
っ
た
。 

昭
和
五
十
八
年
逝
去
。 

 

藤
井
宏
先
生
＝
大
正
十
年
（
一
九
二
一
）
砺
波
市
中
野

に
生
ま
れ
る
。
東
京
美
術
学
校
（
現
東
京
芸
大
絵
画
部

油
絵
画
専
攻
）
に
入
学
し
た
が
、
昭
和
十
五
年
、
十
六

年
に
、
相
次
い
で
両
親
を
失
い
中
退
し
帰
郷
。
教
員
と

し
て
、
故
郷
の
中
学
校
で
美
術
を
教
え
、
定
年
ま
で
勤

務
す
る
。
戦
後
間
も
な
く
川
辺
先
生
の
ア
ト
リ
エ
で
石

膏
デ
ッ
サ
ン
を
学
ぶ
た
め
、
週
末
ご
と
に
通
っ
た
。
後

に
芸
術
員
会
員
と
な
る
光
風
会
の
清
原
啓
一
先
生
と

は
い
つ
も
一
緒
で
あ
っ
た
。
そ
の
頃
か
ら
創
元
展
と
日

展
に
出
品
し
始
め
、
昭
和
三
十
年
第
十
一
回
日
展
に
初

入
選
を
果
た
し
（
図
版
５
）
、
以
後
十
二
回
連
続
入
選

す
る
。
そ
の
あ
と
は
不
出
品
で
あ
っ
た
。
昭
和
三
四
年

に
創
元
会
会
員
に
推
挙
さ
れ
、
昭
和
五
十
五
年
の
第
三

十
九
回
展
に
文
部
大
臣
奨
励
賞
を
受
賞
す
る
。
（
図
版

６
）
。 

                  



図版 8 「老残筆を捨てず」 

162.0×112.0cm   

 

 図版 3 「養鶏の老人」日展 

130.3×97.0cm  (昭和 31年) 

 

図版 7 「カギッ子」 

135.0×93.5cm  (昭和 48年) 

 

 図版 3 「養鶏の老人」日展 

130.3×97.0cm  (昭和 31年) 

 

図版 9「長椅子の少女」第 1回新日展 

130.3×97.0cm  (昭和 33年) 

 

 図版 3 「養鶏の老人」日展 

130.3×97.0cm  (昭和 31年) 

 
図版11「赤い靴」 第38回創元展会員賞 

145.5×112.0cm   

 

 図版 3 「養鶏の老人」日展 

130.3×97.0cm  (昭和 31年) 

 

平
成
四
年
に
は
理
事
に
就
任
す
る
。
妥
協
を
許
さ
な
い

制
作
姿
勢
を
貫
き
、
そ
の
都
会
的
な
洒
脱
な
人
物
表
現

は
注
目
を
集
め
日
展
で
も
特
選
候
補
に
な
っ
た
と
お

聞
き
し
て
い
る
（
図
版
７
）
。
彩
彫
会
を
結
成
し
た
仲

間
の
一
人
で
も
あ
る
。 

                    

元
来
好
奇
心
も
強
く
、
書
に
も
優
れ
、
宴
席
で
も
色
紙

に
絵
と
文
を
か
い
て
喜
ば
れ
た
。
晩
年
は
目
が
悪
く
、

入
退
院
を
繰
り
返
し
な
が
ら
も
最
後
ま
で
制
作
に
励

ん
だ
。「
老
残
筆
を
捨
て
ず
」（
図
版
８
）
は
自
身
の
心

魂
で
あ
ろ
う
か
。 

 
 
 
 

平
成
二
十
四
年
逝
去 

 

黒
田
信
一
先
生 

＝ 

大
正
七
年
（
一
九
一
八
）
砺
波

市
の
油
田
で
絵
や
音
楽
の
好
き
な
両
親
の
長
男
と
し

て
生
ま
れ
た
。
富
山
県
立
高
岡
中
学
（
現
高
岡
高
校
）

を
昭
和
十
一
年
に
卒
業
。
昭
和
十
四
年
に
富
山
県
立
師

範
学
校
本
科
に
入
学
し
た
。
同
校
で
曽
根
末
次
郎
に
油

絵
の
教
え
を
受
け
た
昭
和
十
六
年
に
卒
業
し
、
小
学
校

に
勤
務
す
る
も
、
同
十
七
年
に
陸
軍
に
召
集
さ
れ
ソ
満

国
境
の
警
備
に
あ
た
っ
た
、
終
戦
を
迎
え
樺
太
に
移
動
、

色
丹
島
に
て
過
酷
な
抑
留
生
活
を
送
る
。
昭
和
二
三
年

に
復
員
小
学
校
に
復
職
す
る
。
昭
和
二
五
年
県
展
会
場

で
川
辺
先
生
と
出
あ
っ
た
の
が
き
っ
か
け
で
指
導
を

受
け
る
。
画
集
の
中
で
川
辺
先
生
と
の
出
会
い
を
次
の

よ
う
に
述
べ
て
い
る
。
【
両
親
と
も
絵
や
音
楽
が
好
き

で
、
そ
の
頃
母
と
二
人
で
、
富
山
、
金
沢
、
高
岡
と
展

覧
会
を
見
に
行
く
こ
と
が
多
か
っ
た
。
そ
ん
な
と
き
県

展
の
会
場
で
偶
然
川
辺
先
生
と
出
会
い
、
絵
を
見
て
い

た
だ
く
最
初
の
機
会
と
な
っ
た
の
で
す
。
母
は
先
生
よ

り
５
つ
師
範
の
先
輩
で
、
先
生
の
こ
と
は
よ
く
存
じ
上

げ
て
い
た
こ
と
か
ら
、
急
速
に
親
し
く
さ
せ
て
い
た
だ

く
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
そ
れ
か
ら
四
十
年
、
こ
と
に 

昭
和
三
七
年
、
三
八
年
と
続
い
て
両
親
を
亡
く
し
て
か 

ら
は
先
生
の
純
粋
な
人
間
愛
に
支
え
ら
れ
な
が
ら
こ

こ
ま
で
た
ど
り
着
き
ま
し
た
。 

後
略 

】
初
期
に
は

音
楽
に
観
覧
し
た
作
品
が
多
く
あ
る
の
は
、
両
親
の
影

響
で
あ
ろ
う
か
。 

昭
和
二
八
年
第
十
二
回
創
元
展
で
「
裸
婦
」
が
初
入

選
。
ま
た
昭
和
三
十
一
年
第
十
回
記
念
日
展
で
、
「
長

椅
子
の
少
女
」
（
図
版
９
）
が
初
入
選
、
以
後
も
娘
さ

ん
を
モ
デ
ル
に
制
作
入
選
を
重
ね
た
（
図
版1

0

）。 

                  

（
こ
の
こ
ろ
は
川
辺
先
生
、
藤
井
先
生
、
黒
田
先
生

と
創
元
会
か
ら
そ
ろ
っ
て
入
選
さ
れ
て
い
た
）
そ
の
後

作
風
が
抽
象
的
と
な
り
、
日
展
に
は
不
出
品
と
な
っ
た



図版 14 「ランプのある静物」第 8回日展 

F100  (昭和 51年) 

 

 図版 3 「養鶏の老人」日展 

130.3×97.0cm  (昭和 31年) 

 

図版 12 「INTERFACE」 

第 47回創元展 

145.5×112.0cm  (昭和 63年) 

 

 図版 3 「養鶏の老人」日展 

130.3×97.0cm  (昭和 31年) 

 

図版10 「ピアノを弾く少女」第3回日展 

162.0×97.0cm  (昭和 35年) 

 

 図版 3 「養鶏の老人」日展 

130.3×97.0cm  (昭和 31年) 

 

図版 13 「卓上静物」県展 

F50  (昭和 41年) 

 

 図版 3 「養鶏の老人」日展 

130.3×97.0cm  (昭和 31年) 

 

が
、
創
元
展
に
は
最
後
ま
で
出
品
さ
れ
た
。
第
三
十
八

回
創
元
展
で
は
そ
の
色
感
、
描
線
が
素
晴
ら
し
く
会
員

賞
と
な
っ
た
（
図
版

1
1

）
。
そ
の
後
具
象
表
現
か
ら
、

抒
情
性
を
加
味
し
た
半
具
象
へ
と
変
化
し
て
い
く
。
黒

田
先
生
の
抽
象
画
は
、
渋
く
ど
こ
と
な
く
深
見
の
あ
る

色
彩
の
空
間
、
至
る
所
に
澱
み
を
作
る
筆
触
、
拭
き
取

っ
た
跡
、
引
っ
掻
い
た
線
、
ま
さ
に
キ
ャ
ン
バ
ス
上
の

格
闘
で
あ
る
（
図
版1

2

）。
普
段
は
温
厚
な
先
生
の
ど

こ
か
ら
あ
の
フ
ァ
イ
ト
が
生
ま
れ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。

創
元
展
に
は
平
成
二
十
一
年
の
第
六
十
八
回
ま
で
続

け
て
出
品
さ
れ
た
。 

 
 
 

平
成
二
十
六
年
逝
去
。 

                

 

山
岸
忠
彦
先
生
（
現
名
誉
会
員
）
＝ 

昭
和
四
年
（
一

九
二
九
）
長
野
県
飯
田
市
の
菱
田
春
草
の
生
家
近
く
に

生
ま
れ
、
幼
時
か
ら
父
に
春
草
の
話
を
聞
い
て
育
っ
た
。 

 

小
学
一
年
の
時
，
戦
艦
『
長
門
』
の
絵
を
黒
板
い
っ

ぱ
い
に
描
き
、
先
生
に
叱
ら
れ
る
の
で
は
な
い
か
と
思

っ
て
い
た
ら
、「
誰
だ
こ
の
絵
を
描
い
た
の
は
！
」「
上

手
い
ぞ
！
」
と
た
い
へ
ん
褒
め
ら
れ
た
と
い
う
。
昭
和

二
十
二
年
長
野
県
飯
田
中
学
（
現
飯
田
高
校
）
を
卒
業
、

日
本
曹
達
田
原
工
場
（
愛
知
県
）
に
就
職
。
翌
年
高
岡

工
場
に
転
勤
、
研
究
室
勤
務
と
な
る
。
昭
和
二
十
八
年

研
究
勤
務
に
没
頭
し
健
康
を
害
し
療
養
生
活
が
続
く
。

昭
和
三
十
年
に
職
場
に
復
帰
す
る
。
そ
し
て
こ
の
頃
、

職
場
に
絵
画
サ
ー
ク
ル
を
作
ろ
う
と
の
声
が
起
き
た
。

昭
和
三
二
年
当
時
高
岡
工
芸
高
校
の
講
師
で
あ
っ
た

川
辺
外
治
先
生
を
迎
え
、
日
曹
チ
ャ
ー
チ
ル
会
を
結
成

す
る
。
こ
れ
が
川
辺
先
生
と
の
出
会
い
、
そ
し
て
絵
画

の
道
の
第
一
歩
で
あ
る
。
そ
の
後
川
辺
先
生
の
ア
ト
リ

エ
に
も
時
々
通
っ
た
。
勤
労
画
家
の
名
で
県
主
催
の
各

展
で
最
高
賞
を
受
賞
す
る
。
全
国
県
展
選
抜
展
（
第
五

回
、
第
六
回
）
に
連
続
出
品
し
て
い
る
。（
図
版
１
３
）

（
こ
の
時
の
中
央
審
査
員
は
福
沢
一
郎
で
あ
っ
た
。） 

第
十
九
回
創
元
展
に
初
入
選
、
以
後
出
品
を
続
け
、
第

二
十
六
回
展
で
創
元
会
次
賞
、
二
十
七
回
展
で
準
会
員

賞
を
受
賞
し
会
員
推
挙
と
な
っ
た
第
三
十
六
回
創
元

展
で
会
員
新
人
賞
、
中
野
賞
を
受
賞
。
昭
和
五
十
五
年
、 

第
二
十
三
回
安
井
賞
展
に
入
選
す
る
。（
図
版
１
４
） 

第
四
十
二
回
創
元
展
で
文
部
大
臣
奨
励
賞
を
受
賞
す

る
。 

                      

そ
の
後
彫
刻
を
テ
ー
マ
に
心
象
表
現
を
続
け
る
。
山
岸

の
画
風
は
静
物
画
が
本
鎮
で
モ
デ
ル
の
各
々
が
響
き

あ
い
、
助
け
合
っ
て
調
和
し
自
分
自
身
の
世
界
を
表
現



図版 15 「卓上静物」安井賞展 

F100 (昭和 55年) 

 

 図版 3 「養鶏の老人」日展 

130.3×97.0cm  (昭和 31年) 

 

図版 16 「ブロンズ像のある景」第 73回創元展 

F130 (平成 26年) 

 

 図版 3 「養鶏の老人」日展 

130.3×97.0cm  (昭和 31年) 

 

し
て
い
る
。
日
展
で
は
昭
和
四
十
三
年
「
卓
上
静
物
」

が
初
入
選
す
る
。
そ
の
後
も
出
品
を
続
け
、
第
八
回
日

展
（
改
組
）
に
再
入
選
す
る
。
（
図
版
１
５
）
こ
の
頃

の
作
品
は
擬
人
的
な
燭
台
が
主
役
の
連
作
で
あ
る
。
八

十
歳
を
過
ぎ
た
今
も
家
族
愛
を
テ
ー
マ
に
出
品
を
続

け
、
厚
塗
り
を
削
り
、
重
厚
な
質
感
と
渋
い
色
彩
で
作

品
を
完
成
さ
せ
て
い
る
。
気
力
も
体
力
も
劣
ら
な
い
。

隔
年
開
催
さ
れ
る
日
展
富
山
巡
回
展
に
お
い
て
は
ユ

ニ
ー
ク
な
解
説
で
会
場
を
盛
り
上
げ
定
評
が
あ
り
、
フ

ァ
ン
も
多
い
。 

早
く
か
ら
ア
ト
リ
エ
を
開
放
し
研
鑚
の
場
、
そ
し
て

語
ら
い
の
場
と
し
た
。
支
部
総
会
に
お
い
て
は
必
ず
私

製
の
賞
状
を
作
成
し
、
支
部
員
一
人
一
人
に
手
渡
し
元

気
づ
け
、
意
欲
を
高
め
る
。
ま
た
た
い
へ
ん
な
筆
ま
め

で
あ
り
、
届
け
ら
れ
る
お
便
り
や
フ
ァ
ッ
ク
ス
か
ら
も

温
厚
な
人
柄
が
に
じ
み
出
て
い
る
。
平
成
七
年
に
理
事

就
任
。
平
成
二
十
一
年
に
は
名
誉
会
員
と
な
る
。 

          

晩
年
も
秋
の
研
究
会
に
は
欠
か
さ
ず
参
加
し
，
熱
心

に
指
導
を
受
け
る
姿
は
私
達
後
輩
に
と
っ
て
、
大
き
な

刺
激
で
あ
る
。 

 
 

今
日
も
ま
た
ア
ト
リ
エ
で
生
徒
と
と
も
に
制
作
に

励
ん
で
い
る
こ
と
で
あ
ろ
う
。 
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今
回
の
考
察
で
は
４
人
の
先
生
方
の
、
作
品
集
を
じ

っ
く
り
と
拝
読
さ
せ
て
い
た
だ
く
貴
重
な
機
会
と
な

り
ま
し
た
。
諸
先
生
方
の
画
業
に
対
す
る
研
鑚
と
熱
意
、

そ
し
て
人
間
愛
溢
れ
る
お
人
柄
が
、
創
元
会
富
山
支
部

を
支
え
て
く
だ
さ
っ
た
気
が
し
ま
す
。
さ
ら
に
富
山
支

部
は
今
回
ご
紹
介
し
た
四
人
の
先
生
の
ほ
か
に
も
、 

林
清
納
先
生
、
浜
地
茂
信
先
生
な
ど
、
ま
だ
ま
だ
紹
介

し
た
い
先
生
や
事
柄
も
あ
り
ま
す
が
、
次
の
機
会
に
違

っ
た
視
点
か
ら
述
べ
た
い
と
思
い
ま
す
。 

最
後
に
な
り
ま
す
が
、
レ
ポ
ー
ト
考
察
に
当
た
っ
て

は
、
名
誉
会
員
の
山
岸
忠
彦
先
生
の
助
言
と
ご
指
導
を

い
た
だ
き
な
が
ら
、
作
成
し
ま
し
た
。 

心
か
ら
お
礼
を
述
べ
、
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。 


